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3.3 秋雨前線(停滞前線)(Chapter3-3.pdf) 

  秋雨前線とは、大陸側から東側へ進む移動性高気圧と、太平洋高気圧との間にできる停滞前線であ

る。この秋雨前線は、東日本側に形成され、9 月の降水量の多い一因である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012 年 9月 15 日の天気図 

(気象庁日々の天気図) 

各地で強雨。台風、前線、南からの暖かく

湿った気流の影響で、全国各地で強雨。松

江市西津田で 75mm/1h、北海道八雲町熊

石では 67.5mm/1h で、ともに 1 時間降

水量の観測史上 1 位を更新。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

file:///C:/apache/htdocs/Asanuma2007/Lectures/MI2015/Chapter3-3.pdf
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2012 年 9月 16 日 

(気象庁日々の天気図) 

沖縄、九州南部で暴風雨。台風 16号、沖縄本島付近を通過。

最大瞬間風速は鹿児島県与論島で 57.1m/s、沖縄県国頭村

奥で 55.3m/s。沖縄県国頭村比地で 86mm/1h。北陸～東

北は晴れ、その他地域は雷雨。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等高度線 5880m の太平洋高気圧が、中部

地方、関東地方、東北地方を覆う。秋雨前線

が北上した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

300mb(=300hPa)の高層天気図による

と、朝鮮半島から北海道北部にジェット気

流が流れ、秋雨前線の北側に乾燥した空気

を運び込んでいる様子が分かる。 
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課題８ 過去の 6 月と 9月の降水量とを比較しよう。 

① 準備 

JMA-Junedata.csv 6 月の月間総降水量 

JMA-Septdata.csv 9月の月間総降水量 

 

気象庁の統計データは、最も古い東京のデータが 1875 年から整備されている。 

 

②  エクセルでの作業(平均値) 

各都市の 6 月と 9 月の月間総降水量について、1991 年から 2010 年までの 20 年間の

平均値を求め、比較せよ。平均は、=AVERAGE(○○：○○) 

a. 平均値（JMA-Junedat。ｃｓｖの編集） 
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b. 札幌のセルをコピー 

B４のセルのオートフィルを利用し、鹿児島までコピーする。 

 

 

 

c. 計算結果のコピー（新しいエクセルファイルへ数値を張り付ける） 

 

新しいファイル(1991-2010.xlsx として保存する。) 

 

d. 平均値(JMA-Septdata.csv の編集) 
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e. 札幌のセルをコピー 

B4 のセルを鹿児島までコピーする。 

 

f. 計算結果のコピー 

先に作った 1991-2010.xlsx へ数値として貼り付ける。 

 

 

 

 

 

g. グラフの作成 

A1 から K３までを選択する。 

 

   挿入から２－D 縦棒のグラフを選択する。 
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h. 縦軸のラベルを挿入する。 

 

 縦軸のラベルは、「降水量 ｍｍ

／月」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

i. グラフのタイトル設定 

 

 

「グラフ タイト

ル」をクリックし、

「6 月と 9 月の降

水量の比較 1991

年から 2010 年の

20 年間の平均値」

とする。 
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j. ワードへの貼り付け 

グラフをワードへ貼り付ける。 
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③ エクセルで ArcMAPの準備 

a. データの行列の変換貼り付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ ー ト に 名 前 「 1991-

2010」を付け、最前面(最も

左へ)へ移動する。 

 

 

 

 

 

b. AMEDASの緯度経度情報の貼り付け 

AMEDASsince2015.csvを開き、シートを 1991-2010.xlsxの新しいシートへコピーする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、シート名を

「AMEDAS」とする。 
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c. Vlookup によるテーブル編集 

 

    D2     =VLOOKUP($A2,AMEDAS!$A$2:$F$1660,2,) 

    E2     =VLOOKUP($A2,AMEDAS!$A$2:$F$1660,3,) 

    F2     =VLOOKUP($A2,AMEDAS!$A$2:$F$1660,4,) 

    G2     =VLOOKUP($A2,AMEDAS!$A$2:$F$1660,5,) 

        H2      =E2+F2/60 

        I2       =G2+H2/60 
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d. エクセルファイルとして上書き保存する。 

e. CSVファイルとして保存し、エクセルを終了する。 

 

 

OK 

 

 

 

 

はい 

 

 

 

 

ファイルから終了を選択する。CSV として保存してあるので、再度保存しない。 

 

 

 

保存しない 
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④ ArcMAP で図化 

a. WorldCoast.shpを追加する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. CSVファイルの読み込み 

緯度経度をともなうデータを ArcMAP へ追加する場合、初期から機能の提供される①CSV フ

ァイルの追加機能と、②エクセルファイルを XY データへ変換する機能が利用可能である。残念な

がら、エクセルファイルの変換機能に欠陥があるため、①CSVファイルの追加機能を利用する。 
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c. データの選択とパラメータの選択 

 

 

 

 

1991-2010.csv を選択する。 

 

 

Long(経度)を X フィールドへ、 

Lat(緯度)を Y フィールドへ 

それぞれ設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d. レイアウトモードと拡大 

 

 データビューモードからレイアウ

トビューモードへ変更する。 

 

 日本付近を拡大する。 
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e. 棒グラフの表示 

 レイヤーのプロパティからシンボルを選択し、 

 シンボルから、チャートの「バー／カラム」を選択し、 

 フィールド選択から、「1991-2010.6」と「1991-2010.9」を表示領域へ移動「＞」

する。 

 1991-2010.6 のシンボルを青へ、 

 1991-2016.9 のシンボルをライトオレンジへ変更する。 
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f. 地名のラベル表示 

 ☑このレイヤーのラベルを表示、 

 ラベルフィールドを地名の「Field1」とし、 

 テキストシンボルのサイズを「１４」ポイントとする。 
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g. 方位記号、縮尺記号、凡例、タイトルの追加 

 

 

 任意の方位記号を任意のサイズで配置する。 

 タイトルの挿入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 凡例は、6月と 9月が分かるようにする。 

 

 ファイルからマップのエクスポートを選択し、

300dpi で、JPEG 画像として出力し、ワードへ貼

り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  縮尺記号は、 

キロメートル、 

幅を固定して調整、 

200km、250km など 

適切な表示とする。 
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課題８ 6月と 9月の降水量の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 札幌から名古屋にかけての東日本

では、６月の    よりも、9 月

の    の季節の降水量の多いこ

とが分かる。これに対して、大阪から

西の西日本では、6 月の   の方

の降水量の多いことが分かる。 

 

 

0

100

200

300

400

500

600

札幌 青森 仙台 東京 新潟 名古屋 大阪 広島 福岡 鹿児島

6月と9月の降水量の比較

1991年から2010年の20年間の平均値

1991-2010.6 1991-2010.9


